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ー 1 ー

行
事
予
定

　
「
お
祝
い
に
焼
き
肉

に
行
こ
う
か
！
」
奥
伝

を
取
っ
た
頃
の
亡
師
加

藤
岳
相
先
生
の
こ
と
ば

で
あ
る
。

　

約
30
年
前
の
夏
、
見
学
が
て
ら
に
初
め
て
訪
問
し

た
教
場
に
加
藤
先
生
が
い
ま
し
た
。「
市
川
君
、
中

伝
ま
で
は
口
を
大
き
く
、
声
も
大
き
く
出
す
と
自
然

に
分
か
っ
て
く
る
か
ら
」「
ハ
イ
」

　

先
生
の
声
量
は
素
晴
ら
し
く
大
き
く
、
熱
意
は
聞

く
人
に
目
を
し
ば
た
た
せ
る
情
熱
を
与
え
る
印
象
で

し
た
。「
初
め
は
気
持
ち
を
大
き
く
、
ま
っ
す
ぐ
前

を
見
て
素
直
に
声
を
出
す
、
中
身
は
後
か
ら
つ
い
て

く
る
か
ら
」「
ハ
イ
」

　

人
生
で
は
何
人
か
の
師
に
巡
り
合
い
ま
す
が
、
趣

味
の
世
界
で
加
藤
先
生
に
巡
り
合
っ
た
こ
と
は
、
僥

倖
で
し
た
。
30
年
間
継
続
で
き
た
こ
と
も
加
藤
先
生

と
の
出
合
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

詩
吟
体
験
教
室　

Let's SHIGI

〜N!

・ 

日
時　
５
月
17
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

・
日
時　

６
月
14
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

　

場
所　
葉
山
町
立
図
書
館
ホ
ー
ル

神
静
地
区
吟
詠
大
会

　

日
時　

５
月
22
日
（
木
）
開
会
10
時

　

場
所　

小
田
原
市
民
会
館

第
23
回
神
岳
連
青
少
年
吟
詠
大
会

　

日
時　

６
月
８
日
（
日
）
開
会
10
時

　

場
所　

金
沢
公
会
堂

第
４
回
神
静
地
区
師
範
吟
詠
大
会

　

日
時　

６
月
15
日
（
日
）

　

場
所　

三
島
市
民
文
化
会
館

碩
心
会
吟
詠
温
習
会

　

日
時　

６
月
21
日
（
土
）

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

神
静
地
区
青
年
吟
詠
発
表
会

　

日
時　

７
月
６
日
（
日
）

　

場
所　

藤
沢
市
民
会
館

第
２
回
全
国
青
年
吟
道
大
会

　

日
時　

８
月
９
日
（
土
）

　

場
所　

小
岩
ア
ー
バ
ン
プ
ラ
ザ

碩
心
会
夏
季
吟
道
講
座

　

日
時　

８
月
23
日
（
土
）

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
大
会
議
室

れ
っ

つ
　

し
　

ぎ
　

〜
　

ん

　
師
と
弟
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
監
事
　
市
川
岳
穂

　

初
め
の
時
期
、
先
生
と
の
会
話
は
い
つ
も
「
ハ
イ
、

ハ
イ
」
会
社
の
世
界
と
は
異
次
元
の
空
気
が
流
れ
て

い
ま
し
た
。
学
生
時
代
の
体
育
会
で
は
お
よ
そ
２
年

先
輩
に
は
同
様
の
態
度
で
し
た
。
先
生
と
の
年
齢
差

は
約
20
歳
、
師
の
生
き
て
き
た
厳
し
さ
や
戦
争
経
験

の
体
の
き
し
み
は
戦
後
生
ま
れ
の
私
に
は
理
解
不
可

能
で
し
た
。
詩
吟
練
習
の
師
弟
関
係
は
仕
事
の
し
が

ら
み
か
ら
解
放
さ
れ
ス
ト
レ
ー
ト
に
自
由
な
時
間
帯

で
し
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
独
立
し
自
営
業
と

な
っ
て
か
ら
は
時
間
の
自
由
が
生
ま
れ
、
晩
年
、
杖

を
つ
い
て
歩
く
先
生
を
教
場
ま
で
車
で
送
り
迎
え
が

習
慣
と
な
り
、
皆
伝
の
頃
か
ら
で
し
ょ
う
か
車
中
で

は
師
弟
か
ら
少
し
ゆ
る
ん
で
、
ユ
ー
モ
ア
を
お
互
い

に
言
い
合
う
ム
ー
ド
に
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

　

当
時
十
段
課
題
吟
『
同
じ
こ
こ
ろ　
良
寛
』
練
習

時
に
亡
師
加
藤
岳
相
先
生
は
眦
ま
な
じ
りを
決
っ
し
て
言
わ
れ

ま
し
た
。

　
「
市
川
君
、
お
返
し
を
す
る
ん
だ
ぞ
、
い
い
ね
」

　
「
ハ
イ
」
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尚
歯
会
全
国
吟
道
大
会
に
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　

紫
陽
花
支
部　

曽
村
静
岳

　

桜
の
開
花
宣
言
が
待
た
れ
る
３
月
27
日
（
木
）、

日
本
教
育
会
館
に
於
い
て
標
記
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
前
10
時
開
会
、
朗
詠
に
続
き
す
ぐ
会
員
吟
詠
に

入
り
ま
し
た
。
私
達
の
出
番
は
午
後
の
最
後
の
ほ
う

な
の
で
全
国
各
地
か
ら
参
加
さ
れ
た
会
員
の
方
た
ち

の
吟
詠
を
ゆ
っ
く
り
聞
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
遠
方

よ
り
参
加
の
方
々
は
疲
れ
も
見
せ
ず
素
晴
ら
し
い
吟

詠
を
聞
か
せ
て
頂
き
感
動
し
ま
し
た
。
お
弁
当
の
到

着
が
遅
れ
、
午
後
の
部
の
20
番
を
午
前
中
に
前
倒
し

し
ま
し
た
。
午
後
１
時
の
開
会
前
に
90
歳
以
上
の
紹

介
及
び
写
真
撮
影
が
お
こ
な
わ
れ
埼
玉
県
の
女
性
会

昇
伝
段
位
認
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
26
年
４
月
１
日
付
）

少
年 

２
名

 
180
吉
田
朋
之
進（
少
五
級
）181
島
袋
泰
成（
少
六
級
）

初
段 
６
名

 

167
松
浦
み
づ
き 

217
佐
々
木
康
子 

221
上
本
里
子

 

222
三
並
哲
治　

 
223
結
城
正
吾　

 

224
岩
田
文
男

二
段 

５
名

 

198
馬
場
奎
子 

201
中
島
千
津
子 

203
野
村
京
子

 

206
井
上
裕
之 

214
小
金
井
敏
幸

初
伝 

６
名

 

194
本
多
菊
泉 

196
新
井
洋
泉 

197
山
田
眞
泉

 

199
伊
藤
琴
泉 

200
片
桐
泰
泉 

208
寺
山
紀
泉

三
段 

３
名

 

191
永
田
穂
泉 

192 
金
澤
正
泉 

193
津
呂
知
泉

四
段 

３
名

 

177
吉
田
桜
泉 

185
伊
藤
洋
泉 

187
山
口
青
泉

中
伝 

４
名

 

168
山
中
郁
山 

171
吉
田
深
山 

172
白
石
雅
山

 

173
常
盤
仙
山

五
段 

１
名

 

163
古
敷
谷
江
山

六
段 

３
名

 

153
加
藤
茗
山 

154
永
田
靜
山 

155
村
田
謙
山

奥
伝 

２
名

 

137
鈴
木
康
風 

138
山
﨑
勝
風

七
段 

４
名

 

124
渡
辺
恵
風 

125
岡
田
麗
風 

126
山
下
信
風

 

127
藤
崎
洋
風

八
段 

１
名

 

117
坂
上
葉
風

　

春
季
審
査
会
を
受
審
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渚
支
部　

伊
藤
琴
泉

　

３
月
29
日
（
土
）「
春
季
審
査
会
」
が
葉
山
町
福

祉
文
化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
創
立
77
年
の
歴
史

を
誇
る
碩
心
会
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
私
も
ほ
ぼ
同

じ
歳
月
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
ご
縁
が
あ
っ
て
会
員

と
な
り
一
年
半
、
こ
の
日
私
は
初
伝
を
受
け
ま
し
た

が
、
審
査
員
の
先
生
方
の
前
で
は
１
分
半
の
出
番
に

も
か
か
わ
ら
ず
今
回
も
緊
張
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
の
講
評
を
さ
れ
た
加
藤
顧
問
が
「
声
を

出
し
た
ら
そ
の
声
が
聞
く
人
に
感
動
し
て
も
ら
え
る

か
ど
う
か
考
え
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
お
腹
に
入

れ
た
空
気
を
落
ち
着
か
せ
て
か
ら
吟
じ
始
め
る
こ

と
。
吟
道
奥
義
抄
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
趣
味
の
講
座
で
肛
門

を
キ
チ
ン
と
閉
め
る
こ
と
が
大
切
で
、
芯
の
締
ま
っ

た
声
に
な
る
と
あ
り
、
腹
式
呼
吸
も
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
私
か
ら
皆
さ
ん
へ
今
日
の
お
土
産
に
」

と
具
体
的
か
つ
分
か
り
や
す
い
ご
指
導
を
頂
き
ま
し

た
。

　

折
角
の
機
会
な
の
で
午
後
の
部
も
拝
聴
い
た
し
ま

し
た
。
午
後
の
講
評
は
内
山
会
長
で
「
総
じ
て
よ
く

で
き
ま
し
た
」
と
受
審
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
な
が
ら
、

巧
み
な
話
術
で
吟
じ
方
の
核
心
に
も
触
れ
て
「
近
代

詩
・
律
詩
な
ど
は
同
じ
調
子
で
や
ら
な
い
こ
と
。
俳

句
は
軽
快
さ
に
欠
け
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
で
す
。

漢
詩
・
和
歌
・
俳
句
・
近
代
詩
い
ず
れ
も
緩
急
・
強
弱
・

間
を
も
っ
と
研
究
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
ご
指
摘
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
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感
動
の
全
国
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

酔
吟
支
部　

今
井
重
風

　

感
動
と
感
激
の
一
日
で
し
た
。
去
る
３
月
16
日
に

日
経
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
第
５
回
全
国
認
可
団
体
代

表
吟
道
大
会
に
出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

大
会
は
午
前
10
時
か
ら
の
開
会
式
に
続
き
、
会
員

に
よ
る
吟
詠
で
す
。
午
前
と
午
後
に
わ
た
り
、
合
計

100
名
の
会
員
の
吟
が
続
き
ま
し
た
。
さ
す
が
に
全
国

か
ら
選
ば
れ
た
吟
者
で
す
。
そ
の
一
吟
一
吟
は
心
の

奥
底
ま
で
沁
み
渡
り
ま
し
た
。
今
大
会
の
吟
は
全
て

　
支
部
開
設
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
３
月

支
部
名
「
や
よ
い
支
部
」（
渚
支
部
よ
り
一
部
分
離
）

　

構
成
員 

（
指
導
者
） 

菊
池
世
岳

　
　
　
　

 

（
支
部
長
） 

渡
辺
岳
雲

 

（
会　

員
） 

鈴
木
岳
倖
・
山
下
信
風

 

　
　
　
　

 

加
藤
茗
山
・
山
口
青
泉

 
 

結
城
正
吾

　
２
月
、
３
月
の
「
詩
吟
体
験
教
室
」

　

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
詩
吟
の
継
承
と
普
及
を

目
的
と
し
、
地
域
の
文
化
活
動
に
活
発
に
参
加
す
る

碩
心
会
の
原
動
力
は
何
と
言
っ
て
も
会
員
数
。
あ
な

た
も
詩
吟
を
始
め
ま
せ
ん
か
！　
と
詩
吟
経
験
の
な

い
方
に
も
呼
び
か
け
、
詩
吟
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
今
年
も
レ
ッ
ツ
詩
吟
が
始
動
し
た
。

　

第
１
回
の
詩
吟
体
験
教
室
は
内
山
岳
青
会
長
を
講

師
に
迎
え
て
、
２
月
23
日
に
逗
子
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
、
15
分
で
覚
え
ら
れ
る
吟
詠
法
と
題
し
て —

マ
イ
ク
無
し
の
肉
声
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
吟
者
と
客

席
が
一
体
と
な
り
、
緊
張
感
漂
う
大
会
で
し
た
。

　

し
か
し
何
と
言
っ
て
も
圧
巻
は
、
碩
心
会
を
代
表

し
て
壇
上
に
立
っ
た
、
我
が
酔
吟
支
部
の
行
谷
隆
岳

師
匠
の
熱
吟
で
し
た
。
並
み
居
る
吟
者
の
中
で
良
寛

作
の
「
半
夜
」
を
堂
々
と
詠
ず
る
師
匠
の
姿
に
心
が

熱
く
な
り
、
ま
た
我
ら
の
師
匠
で
あ
る
誇
り
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
吟
で
し
た
。
師
匠
、
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
ま
た
機
関
誌
「
吟
道
」
に
毎
号
連
載

さ
れ
て
い
る
「
日
本
漢
詩
の
旅
」
を
会
員
代
表
が
吟

じ
、
最
後
は
役
員
吟
詠
で
幕
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
初
め
て
全
国
大
会
の
熱
気
に
触
れ
、
詩
吟
の

魅
力
に
陶
酔
し
た
一
日
で
し
た
。
こ
の
感
動
を
忘
れ

ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
碩
心
会
の
会
員
で
あ
る
自
覚
と

誇
り
を
持
っ
て
稽
古
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
富
士
山　

石
川
丈
山
」
の
吟
じ
方
を
講
義
、
吟

符
の
理
解
と
正
し
い
節
調
を
丁
寧
に
説
明
。
続
く
３

月
23
日
も
内
山
会
長
が
講
師
を
務
め
ら
れ
、
身
近
な

材
料
で
詩
吟
を
楽
し
も
う
と
俳
句
を
題
材
に —

　

赤
い
花 

白
い
花
と 

落
ち
に
け
り　
　
　

 

碧
吾
桐

　
分
け
入
っ
て
も 

分
け
入
っ
て
も 

青
い
山　

山
頭
火

素
読
に
始
ま
る
吟
詠
の
要
点
指
導
は
、
真
剣
な
中
に

も
笑
い
を
呼
び
な
が
ら
進
む
。
河
東
碧
吾
桐
は
高
浜

虚
子
と
共
に
、
近
代
俳
句
・
短
歌
の
革
新
者
、
正
岡

子
規
門
下
の
双
璧
で
あ
り
、
山
頭
火
は
行
乞
放
浪
の

俳
人
で
あ
る
と
か
、
作
者
の
人
物
像
に
も
解
説
が
及

び
、
作
品
の
背
景
を
知
る
と
、
吟
じ
る
上
で
一
層
、

詩
情
が
広
が
る
。
勿
論
、
講
義
の
テ
ー
マ
で
あ
る
身

近
な
材
料
と
し
て
次
の
作
品
も
学
習
。

　

生
き
て
る
だ
け
で
丸
も
う
け　

      

明
石
家
さ
ん
ま

　
春
待
つ
や
ア
リ
ッ
サ
ム
の
花
身
を
寄
せ
て   　

  

花
屋
さ
ん

親
近
感
を
覚
え
る
身
近
な
作
者
や
作
品
で
詩
吟
を
楽

し
む
。
材
料
に
は
こ
と
欠
か
な
い
。　
　
　
　

常
盤

員
（
94
歳
）
１
名
だ
け
で
、
木
村
岳
風
先
生
の
お
弟

子
さ
ん
だ
そ
う
で
ま
だ
ま
だ
お
元
気
の
様
子
で
し

た
。
私
達
の
合
吟
も
無
事
終
え
進
行
も
予
定
通
り
進

み
、
３
時
前
に
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
初
め
て
の
経
験
で
緊
張
し
ま
し
た

が
、
そ
の
余
韻
の
残
る
な
か
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。



せきしん （No. ４２３）

ー 4 ー

　

雅
号
の
由
来

　
　
　
　
　
　
　
　

滝
の
坂
支
部　

今
井
桐
岳

　

私
が
詩
吟
を
始
め
た
の
は
29
歳
で
し
た
。
そ
の
後
、

長
野
に
転
勤
、
近
く
に
岳
風
流
が
あ
り
ま
し
た
の
で

入
会
し
、
有
意
義
か
つ
充
実
の
４
年
間
で
し
た
。
そ

の
後
の
転
勤
で
同
じ
流
派
を
探
し
ま
し
た
が
近
く
に

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
断
念
。
10
数
年
が
過
ぎ

次
の
転
勤
先
で
町
を
歩
い
て
い
た
時
『
岳
風
流
』
の

看
板
が
あ
り
ま
し
た
の
で
門
を
叩
い
て
再
入
門
の
２

年
間
で
し
た
。
ま
た
ま
た
の
転
勤
で
中
断
。
当
地
に

戻
り
、
下
山
口
教
場
に
中
学
時
代
の
同
級
生
沼
田
岳

東
氏
の
縁
で
再
々
入
門
、
そ
の
後
、
支
部
解
散
と
な

り
ま
し
た
。
碩
心
会
創
立
70
周
年
記
念
事
業
の
時『
弓

道
吟
』
の
ご
指
導
を
頂
い
た
上
村
岳
章
先
生
の
滝
の

坂
支
部
に
お
世
話
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
本
題
の
雅
号
の
由
来
で
す
が
、
こ
の
世

に
生
を
受
け
最
初
に
両
親
か
ら
授
か
っ
た
名
前
の
一

字
『
俊
』
を
使
っ
た
雅
号
で
し
た
が
、
こ
の
度
、
下

岳
を
付
け
る
こ
と
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
考
え
た
末
、

先
祖
か
ら
の
贈
り
物
、
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
ま
す
家

紋
を
使
う
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

　

我
が
家
の
家
紋
は
『
丸
に
五
三
の
桐
』
で
す
。
家

族
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
方
々
に
覚
え
て
頂
く
た
め

に
家
紋
の
一
字
『
桐
』
を
使
い
『
桐
岳
』
と
致
し
ま

し
た
。
今
後
、
名
前
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
そ
し
て
、
健

康
維
持
の
た
め
に
も
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

 

葉
山
で
詩
吟
・
詩
舞
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　

葉
山
地
区
長　

加
藤
岳
美

　

去
る
２
月
21
日
（
金
）、
長
柄
に
あ
る
『
ア

ン
コ
ー
ル
葉
山
』
に
於
い
て
会
員
と
佳
香
会
、

京
愛
会
の
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
吟
詠
・
吟
詠

歌
謡
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。　

こ
の

施
設
は
昨
年
６
月
、
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
代
表
者
は
声
楽

家
と
し
て
別
の
顔
を
持
ち
、
当
日
は
ピ
ア
ノ
伴

奏
を
お
願
い
し
『
武
田
武
士
』
を
コ
ラ
ボ
し
ま

し
た
。

　

会
場
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
答
え
何
曲
か
ソ
プ
ラ

ノ
を
披
露
さ
れ
和
や
か
な
一
日
で
し
た
。

会　員　の　動　き
＊退会
 7 中村岳愛（諏訪） 8 中村岳郵（諏訪） 
 26 石月岳翹（瀞朗） 48 中山岳香（篁風）
 54 石井岳虹（長柄） 77 中村豊岳（篁風）
 78 鈴木清岳（一色） 94 和田亮岳（真澄）
 145 栗原俊山（篁風） 164 伊戸田喜山（幸和）
＊支部長変更 
 　　真澄支部　　青木岳紅→村上遥山
　　 長柄支部　　石井岳虹→加藤典泉
＊住所変更
　 101　菊池世岳（渚）　Tel046-887-0517
　新住所：逗子市沼間 1-1-15-505 
　160　野村耀山（一色）
　新住所：葉山町堀内 483-1 葉山グリーンプラザ 305 
＊お詫びと訂正　
　　峯岸康之を峰岸康之に訂正いたします。

　
　

編
集
後
記

　 26 年 4 月 1 日現在 会員数
 葉山地区 ７３名
 逗子地区 １１２名
 　合　計 １８５名

平成 26 年度　碩心会 初吟会　会計報告
科 　 目 金　額 摘　　要

収
入
の
部

前 期 繰 越 金 3,236 円 前年より
参 加 費 556,000 円 139 名 ×4,000 円
雑 収 入 22,000 円 新総伝者より祝儀、来賓３名、その他
合 計 581,236 円

支
出
の
部

式典・新年会 44,300 円 ホール、大会議室使用料
飲 食 代 479,284 円 弁当、オードブル、ビールその他
参 加 賞 14,765 円 余興参加賞
傷 害 保 険 3,915 円 東京海上日動火災保険
事務、通信費 6,793 円 コピー、Fax、文具
会 議 費 6,000 円 打ち合わせ
運送、交通費 8,000 円 物品搬送
雑 費 14,000 円 看板枠作成、酒瓶シール、その他
次 期 繰 越 金 4,179 円 企画部預かり
合 計 581,236 円

・・

　

前
号
422
号
よ
り　

印
刷
所
が
変

わ
り
、
一
部
カ
ラ
ー
印
刷
と
な
り

コ
ス
ト
も
下
が
り
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
詩
で
も
愛
吟
し
吟
じ
続

け
る
事
で
そ
の
詩
か
ら
見
え
て
く

る
背
景
、
作
者
の
心
が
垣
間
見
え

て
く
る
気
が
し
ま
す
。

　

優
れ
た
詩
歌
は
感
動
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
私
達
は
こ
う
し
た
文

化
を
し
っ
か
り
受
け
継
ぎ
後
世
に

伝
え
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
部


